
■申し込み方法
下記アドレス宛てに、件名に「ボランティア申し込み」、文面に「大学名・
氏名・学年・電話番号」を記載し、メールを送ってください。

✉：info@korasse-kanagawa.org
☎：080-7735-4508
HP：http://korasse-kanagawa.org/
（担当・横山満里奈/電話は18時～対応可能）

私たちは2012年から、夏に福島の子ども達を神奈川山北町に招く
『リフレッシュプログラム』や、夏休み・冬休みに福島県楢葉町に
行き『児童館応援』の活動を行ってきました。今年度からは子ども
施設への応援とともに原発事故を学ぶスタディツアーを組み込んだ
『福島応援スタディツアー』を実施します。

■依頼したいこと
参加する子ども達に安全に遊んでもらうためのサポート、福島についても学び
を深め、活動を通して沢山の経験をして頂きたいと思っています。

連絡先
福島子ども・こらっせ神奈川

学生ボランティア
募集します！

■費用
プログラム中の費用負担はありませんが、集合場所までの交通費は自己負担。

●8月中旬～9月上旬
児童館応援・福島応援スタディツアー(1泊2日)

福島県の沿岸部(浜通り)と福島市を中心に、震災当時の様子を
お伺いする語り部、震災遺構、復興の状況等を見学します。

●6/4(土)・5(日) 山北町訪問(1日参加も可)
8月のリフレッシュプログラムは山北町で実施するため、施設下見をします。
プログラムでは森林や水資源について子ども達に伝えるため、事前に学びます。

●8/8(月)～10(水) リフレッシュプログラム(2泊3日)
福島県内の子ども達を、神奈川県山北町に呼んで、一緒に遊びます。BBQや
川遊びや花火など、夏らしい思い出を一緒に作りましょう！

※8月以降の予定は、コロナの感染状況により変更もあります。
※参加人数の兼ね合いもあるため、どのイベントに参加するかは要相談。



■私たちの理念
原発事故直後は、「子どもたちの未来のために」とりわけ子どもたちの健康を守
るというミッションでスタートしましたが、時間の経過とともにフクシマが風化
していく現実を実感し、「フクシマを忘れない」というミッションを新たに加え
プログラムを継続していこうと考えています。

■活動目的
2011年の東日本大震災、福島第一原発事故を重く受け止め、私たちは被曝を軽
減する方法の一つである「移動教室」のモデルを作り、福島っ子のみならず全て
の子どもたちの命を守るために活動を開始しました。のちに双方向交流の重要性
を認識し、大学生を1泊2日で福島県楢葉町の児童館に送り、子どもたちと交流
するとともに、福島についても学んでもらっています。

■Twitter
@korasse_kana福島子ども・こらっせ神奈川
https://twitter.com/korasse_kana

私たちの活動を
ご覧ください

町の90％が森林の自然豊かな山北町に行ってみませんか？
グループ毎に学びや遊びの場所を訪問し、ブログに紹介記事を掲載します。
訪問場所は相談しますが、山北の水や森林問題に関わっている方へのインタ
ビュー、丹沢湖・三保ダム・川遊び・ハイキング・温泉入浴・鉄道資料館等への
訪問を考えています。

宿泊場所：落合館(神奈川県足柄上郡山北町神尾田759-23)
費用：無料(集合場所までの交通費は自己負担)
集合場所：横浜駅(山北町まで車移動)、1日参加の場合は新松田駅から送迎

●6/4(土)・5(日)
山北町訪問(1日参加も可) について


